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第１章 総則 

（平２３告示９５・章名追加） 

（趣旨） 

第１条 この要綱は、市が発注する建設工事、建設工事に係る設計、調査及び測

量業務の委託並びに土木施設及び建築物に係る維持管理業務の委託（以下「建

設工事等」という。）の請負契約に係る一般競争入札において、入札参加資格

の審査を入札執行後に行う方式（以下「事後審査型入札」という。）を試行す

るに当たり、必要な事項を定めるものとする。 

（平２０告示２３・一部改正） 

（対象工事等） 

第２条 事後審査型入札の対象とする建設工事等（以下「対象工事等」という。）

は、一般競争入札に付する建設工事等で、事後審査型入札により落札者を決定

するものとして市長が指定したものとする。 

（平２０告示２３・一部改正） 

（参加資格） 

第３条 入札に参加する者に必要な資格（以下「参加資格」という。）は、次に

定めるとおりとする。 



(1) ふじみ野市建設工事等入札参加資格に関する規則（平成１７年ふじみ野市

規則第６１号）による競争入札の参加資格を有する者であること。 

(2) ふじみ野市の契約に係る入札参加停止等の措置要綱（平成２２年ふじみ野

市告示第２５０号）による入札参加停止期間を経過している者であること。 

(3) ふじみ野市の契約に係る暴力団排除措置要綱（平成１８年ふじみ野市告示

第２８４号）による入札参加除外の措置を受けていない者であること。 

(4) ふじみ野市競争入札参加資格者実態調査実施要綱（令和元年告示第１９４

号）に基づく入札参加制限の措置を受けていない者であること。 

２ 前項に定めるもののほか、必要があるときは、次に定める事項に係る参加資

格を定めることができるものとする。 

(1) 対象工事等に対応する業種の発注標準額の業者区分 

(2) 対象工事等に対応する業種の経営事項審査の総合評定値の区分 

(3) 対象工事等に対応する業種の資格者名簿における資格審査数値の区分 

(4) 建設業法（昭和２４年法律第１００号）による許可を受けた営業所の所在

地 

(5) 一定基準を満たす同種又は類似の工事又は業務の委託の施工実績 

(6) 対象工事等に配置予定の技術者 

(7) 前各号に定めるもののほか、市長が必要と認める事項 

（平２０告示２３・平２３告示１４６・平２９告示２３４・一部改正） 

（公告内容等の決定） 

第４条 市長は、ふじみ野市指名業者選定委員会に諮り、前条に定める参加資格

のほか、公告の内容等を決定するものとする。 

（入札の公告） 

第５条 市長は、入札実施の公告をその入札期日から起算して１５日前までに、

一般競争入札に必要な次に掲げる事項を掲示するものとする。 

(1) 入札に付する事項 

(2) 入札に参加する者に必要な資格に関する事項 

(3) 契約条項を示す場所 

(4) 入札の場所及び日時 

(5) 入札保証金に関する事項 

(6) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

２ 前項の公告は、ふじみ野市公告式条例（平成１７年ふじみ野市条例第４号）

第２条第２項各号に掲げる掲示場に掲示してこれを行う。 

３ 第１項の公告の写しについては、契約主管課において閲覧することができる。 

（平２９告示２３４・一部改正） 

（設計図書等） 

第６条 市長は、設計図書、設計書、仕様書及び特記仕様書（以下「設計図書等」

という。）を入札参加希望者の閲覧に供するため、貸与し、又は有料若しくは



無料で配布するものとする。 

２ 入札参加希望者は、設計図書等の閲覧を経た後でなければ、第８条の規定に

よる入札参加申請をすることができない。 

３ 市長は、入札参加希望者からの質問及びその回答をファクシミリ等の方法に

より入札参加希望者に周知するものとする。 

（平２０告示２３・平２９告示２３４・一部改正） 

（現場説明） 

第７条 現場説明会は、原則として開催しないものとする。 

（入札参加申請） 

第８条 入札参加希望者は、設計図書等の閲覧を経た後、一般競争入札参加資格

確認申請書（単体企業等にあっては様式第１号、特定建設工事共同企業体にあ

っては様式第２号。以下「参加資格確認申請書」という。）を市長に提出しな

ければならない。 

２ 前項の参加資格確認申請書を提出し、収受印の押された参加資格確認申請書

の写しの交付を受けた者は、入札に参加することができる。 

（平１９告示２３１・平２０告示２３・平２６告示７８・一部改正） 

（入札保証金） 

第９条 入札保証金の納付及び減免については、ふじみ野市契約規則（平成１７

年ふじみ野市規則第６０号。以下「契約規則」という。）第４条から第７条ま

での規定によるものとする。ただし、契約規則第７条第１項第５号の規定は、

適用しない。 

２ 入札保証金は、入札後、請求書（様式第３号）により、これを還付するもの

とする。ただし、落札者の入札保証金は、落札者について納付すべき契約保証

金があるときは、これに充当するものとする。 

３ 落札者が契約を締結しないときは、その者に係る入札保証金（その納付に代

えて提供された担保を含む。）は、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第

２３４条第４項の規定により還付しないものとする。 

（平２３告示９５・平２３告示１４６・一部改正） 

（入札金額見積内訳書） 

第１０条 市長は、入札参加者から初度入札時に入札金額見積内訳書の提出を求

めるものとする。 

（平２９告示２３４・一部改正） 

（入札の執行） 

第１１条 入札に参加する者の数が１人であるときは、入札を執行しないものと

する。ただし、次の各号のいずれかに掲げる場合にあっては、この限りでない。 

(1) 再度入札のとき。 

(2) 入札参加資格の審査の結果、参加資格を満たしていない者がした入札を無

効としたとき。 



(3) 一抜け方式を適用した入札において、先に開札した入札の落札者がした当

該入札への入札を無効としたとき。 

(4) 前３号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認め、入札参加者が１人の

場合においても成立する旨を公告したとき。 

２ 前項本文の規定にかかわらず、第２１条の電子入札方式事後審査型入札及び

第３０条の郵便方式事後審査型入札により執行するときは、入札に参加する者

の数が１人であっても執行する。ただし、市長が入札を執行しない旨を公告し

たときは、この限りでない。 

３ 再度入札は、２回までとするものとする。 

４ 入札参加者は、入札した入札書の書換え又は引換えをすることができない。 

（平１９告示２３１・平２０告示２３・平２４告示１４７・平２８告示

１１・平３１告示４１・一部改正） 

（不調時の取扱い） 

第１２条 再度入札によっても、予定価格の制限の範囲内で入札を行った者又は

予定価格の制限の範囲内で最低制限価格以上の入札を行った者（以下「落札候

補者」という。）がいない場合は、日時を改めて一般競争入札に付するものと

する。ただし、一般競争入札に付することができないときは、随意契約による

ことができるものとする。 

２ 前項による随意契約は、当該入札参加者の中から希望する者にその旨を告知

して行うものとする。 

（入札の辞退） 

第１３条 参加資格確認申請書を提出し、入札に参加することができる者となっ

た者は、入札までの間は、いつでも入札の辞退をすることができる。この場合、

書面により、その意思を表示しなければならない。 

（平２６告示７８・一部改正） 

（入札の無効） 

第１４条 次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

(1) 参加資格確認申請書を提出しない者がした入札 

(2) 参加資格審査のために市長が行う指示に落札候補者が従わないときにおけ

る当該落札候補者のした入札 

(3) 所定の入札保証金を納付しない者又は納付した入札保証金の額が所定の率

による額に達しない者がした入札 

(4) 電報、電話及びファクシミリによる入札 

(5) 明らかに他の入札者と通じて入札金額を算出したものと認められる入札 

(6) 入札金額見積内訳書に不備のある入札 

(7) 設計金額又は予定価格を入札執行前に公表している場合において、当該公

表している金額を超えた入札 

(8) 前各号に掲げるもののほか、公告に示す事項に反した者がした入札 



（平２３告示９５・平２６告示７８・平２８告示１１・一部改正） 

（落札決定の保留） 

第１５条 市長は、落札候補者があるときは、落札候補者の入札参加資格を審査

するため、落札決定を保留するものとする。 

（平２９告示２３４・一部改正） 

（参加資格の審査に必要な書類の提出） 

第１６条 市長は、落札候補者のうち最低の価格をもって入札を行った者（以下

「第一順位の落札候補者」という。）に対し、落札候補者通知書（様式第４号）

により次項に定める書類の提出を求めるものとする。 

２ 第一順位の落札候補者は、参加資格の有無及び契約保証金の取扱いを確認す

るため、一般競争入札参加資格等確認申請書（単体企業等にあっては様式第５

号、特定建設工事共同企業体にあっては様式第６号）に一般競争入札参加資格

等確認資料（単体企業等にあっては様式第７号、特定建設工事共同企業体にあ

っては様式第８号。以下「確認資料」という。）及び特定建設工事共同企業体

にあっては特定建設工事共同企業体協定書（ふじみ野市建設工事に係る共同企

業体取扱要綱（平成１７年ふじみ野市告示第１２号）様式第６号）を添えて、

市長に提出しなければならない。 

３ 契約規則第２２条第３号の規定により契約保証金の納付の減免を希望する者

は、該当する建設工事等の請負契約書の写し及び工事完成検査結果通知書等履

行を証明するものの写し（単体企業等にあってはその単体企業等が、特定建設

工事共同企業体にあってはその代表構成員となる者が、単体企業等又は特定建

設工事共同企業体の代表構成員として工事又は業務の委託を請け負った実績に

限る。）を確認資料に添付しなければならない。 

４ 前２項の書類は、第１項の提出の指示をした日の翌日から起算して原則とし

て２日（ふじみ野市の休日を定める条例（平成１７年ふじみ野市条例第３号）

第１条第１項に規定する市の休日（以下「休日」という。）を除く。）以内に

持参により提出しなければならない。 

５ 第一順位の落札候補者が前項の規定による提出期限内に確認資料を提出しな

いとき、又は参加資格の審査のために市長が行う指示に従わないときは、当該

落札候補者のした入札は、無効とする。 

６ 前項に規定する場合において、当該落札候補者の行為が悪質であると市長が

認めるときは、ふじみ野市の契約に係る入札参加停止等の措置要綱による入札

参加停止の措置を講ずるものとする。 

（平２３告示１４６・平２９告示２３４・一部改正） 

（参加資格の審査） 

第１７条 市長は、入札参加要件に照らし、第一順位の落札候補者が当該要件を

満たしているか否かの審査を行い、審査の結果、当該落札候補者が当該要件を

満たしていない場合には、その者を失格とし、次に低い価格を提示した落札候



補者（以下「次順位の落札候補者」という。）について審査を行う。この場合

において、前条の規定は、次順位の落札候補者について準用する。 

２ 市長は、入札価格の低い順に落札候補者について順次審査を行い、参加資格

を満たす者が確認できるまで審査を行うものとする。 

３ 同額の入札を行った落札候補者がいる場合には、くじにより審査の順序を決

定する。 

４ 第１項の審査は、入札書、入札金額見積内訳書、確認資料等により行うもの

とする。 

５ 参加資格の審査は、前条第４項に規定する確認資料の提出期限の日の翌日か

ら起算して原則として３日（休日を除く。）以内に行わなければならない。た

だし、参加資格の審査に疑義が生じた場合は、この限りでない。 

６ 参加資格の審査は、入札参加資格審査結果調書（様式第９号）により取りま

とめ、確認資料等とともに保存するものとする。 

（平２３告示１４６・一部改正） 

（落札者の決定又は入札参加資格不適格者の決定） 

第１８条 市長は、前条の審査の結果、参加資格を満たすことが確認された落札

候補者を落札者として決定し、電話等の方法により通知するものとする。 

２ 市長は、落札候補者が参加資格を満たしていないことを確認したときは、当

該落札候補者に対して入札参加資格不適格通知書（様式第１０号）により通知

するものとする。 

３ 落札決定までに、落札候補者が入札公告に示すいずれかの入札参加要件を満

たさなくなったときは、当該落札候補者は、参加資格を満たさないものとする。 

（参加資格を満たさないと認めた者に対する理由の説明） 

第１９条 入札参加資格不適格通知書を受理した者が、参加資格を満たさないと

されたことに不服があるときは、前条第２項の規定による通知の日の翌日から

起算して原則として５日（休日を除く。）以内に、市長に対して参加資格を満

たさないとされた理由について説明を求めることができる。 

２ 参加資格を満たさないとされた者が前項の説明を求めるときは、不服申出書

（様式第１１号）及び入札参加資格不適格通知書を持参し、又は郵便若しくは

信書便により送付することにより行うものとする。 

３ 市長は、第１項の説明を求められたときは、不服申出書を受理した日の翌日

から起算して原則として５日（休日を除く。）以内に、回答書（様式第１２号）

により回答するものとする。 

４ 当該不服の申出は、前条第１項の事務の執行を妨げないものとする。 

（平１９告示１９７・平２９告示２３４・一部改正） 

（契約保証金） 

第２０条 契約保証金の納付及び減免については、契約規則第２１条及び第２２

条の規定によるものとする。 



２ 市長は、契約上の義務の履行後、請求書により、契約保証金を還付するもの

とする。 

３ 契約の相手方が契約上の義務を履行しないときは、その者に係る契約保証金

（その納付に代えて提供された担保を含む。）は、地方自治法第２３４条の２

第２項の規定により還付しないものとする。 

（平２３告示１４６・平２９告示２３４・一部改正） 

第２章 電子入札による事後審査型入札 

（平２３告示９５・章名追加） 

（電子入札による事後審査型入札） 

第２１条 市が発注する建設工事等の請負に係る一般競争入札の手続については、

第２条から前条までに定めるもののほか、入札手続を埼玉県電子入札共同シス

テム（以下「電子入札システム」という。）により行う事後審査型入札（以下

「電子入札方式事後審査型入札」という。）を試行することができる。 

（平２３告示９５・追加） 

（電子入札方式事後審査型入札の対象工事等） 

第２２条 電子入札方式事後審査型入札の対象となる建設工事等（以下「電子入

札方式対象工事等」という。）は、対象工事等のうち、入札手続を電子入札シ

ステムで行うものとして市長が指定したものとする。 

（平２３告示９５・追加） 

（電子入札方式事後審査型入札の参加資格） 

第２３条 電子入札方式事後審査型入札の参加資格は、第３条第１項各号に掲げ

るもののほか、電子入札システムの利用登録が完了している者であることとす

る。 

（平２３告示９５・追加） 

（電子入札方式事後審査型入札の設計図書等） 

第２４条 電子入札方式事後審査型入札の設計図書等の配付は、第６条の規定に

かかわらず、原則として、電子入札システムに掲示された設計図書等をダウン

ロードすることにより行うものとする。ただし、電子入札システムによる配付

が困難な場合は、他の方法により配付するものとし、その方法は、公告におい

て明示するものとする。 

２ 市長は、入札参加希望者からの質問及び回答を電子入札システムにより入札

参加希望者に周知するものとする。 

（平２３告示９５・追加、平２９告示２３４・一部改正） 

（電子入札方式事後審査型入札に係る入札参加申請） 

第２５条 電子入札方式事後審査型入札の入札参加希望者は、第８条の規定にか

かわらず、電子入札システムにおいて当該入札案件に対し競争参加資格確認申

請書を提出することにより、入札参加の意思を表示するものとする。 

２ 前項の競争参加資格確認申請書を提出し、電子入札システムにより自動発行



される競争参加資格確認申請書受付票を確認した者は、当該入札に参加するこ

とができる。 

（平２３告示９５・追加、平２７告示７６・一部改正） 

（電子入札方式事後審査型入札に係る入札保証金） 

第２６条 電子入札方式事後審査型入札に係る入札保証金については、第９条第

１項ただし書の規定にかかわらず、契約規則第７条第１項第５号の規定により

納付させない。 

（平２３告示９５・追加、平２３告示１４６・一部改正） 

（電子入札方式事後審査型入札に係る再度入札の回数） 

第２７条 電子入札方式事後審査型入札に係る再度入札の回数は、第１１条第２

項の規定にかかわらず、１回とする。 

（平２３告示９５・追加） 

（電子入札方式事後審査型入札に係る入札の辞退） 

第２８条 電子入札方式事後審査型入札に係る入札参加者が入札を辞退するとき

は、第１３条後段の規定にかかわらず、電子入札システムにより入札辞退届を

提出するものとする。 

（平２３告示９５・追加） 

（電子入札方式事後審査型入札に係る落札候補者通知等） 

第２９条 電子入札方式事後審査型入札に係る落札候補者通知及び落札者の決定

通知は、第１６条第１項及び第１８条第１項の規定にかかわらず、電子入札シ

ステムにより通知するものとする。 

（平２３告示９５・追加、平２９告示２３４・一部改正） 

第３章 郵便方式による事後審査型入札 

（平２３告示９５・章名追加） 

（郵便方式による事後審査型入札） 

第３０条 市が発注する建設工事等の請負契約に係る一般競争入札の手続につい

ては、第２条から第２０条までに定めるもののほか、入札手続を郵便により行

う事後審査型入札（以下「郵便方式事後審査型入札」という。）を試行するこ

とができる。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２１条繰下・一部改正） 

（郵便方式事後審査型入札の対象工事等） 

第３１条 郵便方式事後審査型入札の対象とする建設工事等（以下「郵便方式対

象工事等」という。）は、対象工事等のうち、入札手続を郵便で行うものとし

て市長が指定したものとする。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２２条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札に係る入札保証金） 

第３２条 郵便方式事後審査型入札に係る入札保証金については、第９条第１項

ただし書の規定にかかわらず、契約規則第７条第１項第５号の規定により納付



させない。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２３条繰下、平２３告

示１４６・一部改正） 

（郵便方式事後審査型入札に係る参加申請） 

第３３条 郵便方式事後審査型入札に係る参加申請は、第８条に定める手続を郵

送により行うものとする。 

２ 前項の規定による郵送は、次条第２項第１号に定めるとおりとする。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２４条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札の方法） 

第３４条 郵便方式事後審査型入札に参加する者は、公告に示した提出期限まで

に入札書を市長に郵送しなければならない。 

２ 前項の規定による郵送は、次に定めるとおりとする。 

(1) 一般書留、簡易書留又は配達記録郵便によること。 

(2) 上福岡郵便局留めとすること。 

(3) 内・外の二重封筒にすること。 

(4) 内封筒には、入札書を入れ、のり付け封かんし、郵便方式対象工事等の名

称、入札参加者の商号その他必要な事項を記載すること。 

(5) 入札金額の積算内訳書の提出を求めたときは、前号の内封筒とともに外封

筒に入れて提出すること。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２５条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札に係る入札書等の提出期間） 

第３５条 郵便方式事後審査型入札に係る入札書等の提出期間は、原則として開

札日の前１０日から開札日の前日までとする。 

２ 前項の入札書等は、提出期間内に上福岡郵便局に到着しなければならないも

のとし、提出期間外に到着した入札書等は、理由のいかんにかかわらず、受理

しないものとする。 

３ 入札書等が前項の規定により受理されなかったときは、当該入札を辞退した

ものとみなす。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２６条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札に係る入札書の受領等） 

第３６条 市長は、上福岡郵便局に留置している入札書を開札日にのみ受領する

ものとする。 

２ 前項の場合においては、同項の規定により受領した入札書が開札場所に到達

した時をもって入札の時とみなす。 

３ 前項の規定にかかわらず、第１１条第３項に規定する書換え又は引換えにつ

いては、入札書を発信した時をもって入札の時とみなす。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２７条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札に係る入札回数） 



第３７条 郵便方式事後審査型入札に係る入札の執行回数は、第１１条第２項の

規定にかかわらず、１回とし、再度入札は行わない。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２８条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札の不調時の取扱い） 

第３８条 郵便方式事後審査型入札の不調時の取扱いについては、第１２条の規

定を準用する。この場合において、同条第１項中「再度入札によっても」とあ

るのは、「郵便方式事後審査型入札の結果」と読み替えるものとする。 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第２９条繰下） 

（郵便方式事後審査型入札の無効） 

第３９条 郵便方式事後審査型入札においては、第１４条に規定するもののほか、

次の各号のいずれかに該当する入札は、無効とする。 

(1) 一般書留、簡易書留又は配達記録郵便以外の方法で提出した入札 

(2) 内封筒のない入札 

(3) 内封筒に記載された郵便方式対象工事等の名称と入札書に記載された郵便

方式対象工事等の名称とが相違する入札 

(4) 内封筒に郵便方式対象工事等の名称、入札参加者の商号その他必要な事項

が記載されていない入札 

（平２０告示２３・追加、平２３告示９５・旧第３０条繰下） 

第４章 雑則 

（平２３告示９５・章名追加） 

（その他） 

第４０条 この要綱に定めるもののほか、事後審査型入札に関し必要な事項は、

市の一般競争入札に関する諸規程等の例によるものとする。 

（平２０告示２３・旧第２１条繰下・一部改正、平２３告示９５・旧第

３１条繰下） 

附 則 

この告示は、平成１９年３月２日から施行し、同日後に公告を行うものから適

用する。 

附 則（平成１９年告示第１９７号） 

この告示は、平成１９年１０月１日から施行する。 

附 則（平成１９年告示第２３１号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２０年告示第２３号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２３年告示第９５号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２３年告示第１４６号） 

この告示は、公布の日から施行する。 



附 則（平成２４年告示第１４７号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２６年告示第７８号） 

この告示は、平成２６年４月１日から施行する。 

附 則（平成２７年告示第７６号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成２８年告示第１１号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成２８年３月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後のふじみ野市建設工事請負等指名競争入札参加取扱要

綱、ふじみ野市建設工事制限付一般競争入札試行要綱及びふじみ野市建設工事

等請負一般競争入札（事後審査型）試行要綱の規定は、この告示の施行の日以

後に公告した一般競争入札又は指名通知した指名競争入札から適用し、この告

示の施行の日前にこの告示による改正前のふじみ野市建設工事請負等指名競争

入札参加取扱要綱、ふじみ野市建設工事制限付一般競争入札試行要綱及びふじ

み野市建設工事等請負一般競争入札（事後審査型）試行要綱の規定により公告

した一般競争入札又は指名通知した指名競争入札については、なお従前の例に

よる。 

附 則（平成２９年告示第２３４号） 

この告示は、公布の日から施行する。 

附 則（平成３１年告示第４１号） 

（施行期日） 

１ この告示は、平成３１年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この告示による改正後のふじみ野市建設工事等請負一般競争入札（事後審査

型）試行要綱の規定は、この告示の施行の日以後に公告した一般競争入札から

適用し、この告示の施行の日前にこの告示による改正前のふじみ野市建設工事

等請負一般競争入札（事後審査型）試行要綱の規定により公告した一般競争入

札については、なお従前の例による。 

附 則（令和元年告示第１９４号） 

この告示は、公布の日から施行する。 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第８条関係） 

（平２０告示２３・全改、平２６告示７８・一部改正） 

様式第２号（第８条関係） 

（平２０告示２３・全改、平２６告示７８・一部改正） 

様式第３号（第９条、第２０条関係） 

（平２６告示７８・一部改正） 

様式第４号（第１６条関係） 

（平２０告示２３・平２６告示７８・一部改正） 

様式第５号（第１６条関係） 

（平２０告示２３・平２６告示７８・一部改正） 

様式第６号（第１６条関係） 

（平２６告示７８・一部改正） 

様式第７号（第１６条関係） 

（平２０告示２３・平２６告示７８・平２７告示７６・一部改正） 

様式第８号（第１６条関係） 

（平１９告示１９７・平２０告示２３・平２７告示７６・一部改正） 

様式第９号（第１７条関係） 

（平２９告示２３４・一部改正） 

様式第１０号（第１８条関係） 

（平２６告示７８・平２９告示２３４・一部改正） 

様式第１１号（第１９条関係） 

（平２６告示７８・平２９告示２３４・一部改正） 

様式第１２号（第１９条関係） 

（平２９告示２３４・一部改正） 

 


